
都道府県医師会長殿

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度、りスク評価結果に基づく労働者の健康障害防止対策の徹底につぃて、別添の

とおり、厚生労働省労働基準局安全衛生部長より本職宛に、周知につぃての協力依頼が

ありました。

本件は、「化学物質のりスク評価検討会」{こおいて、りスク対象物質である、酸化チ

タン(Ⅳ)(ナノ粒子を除く)、 2ーブロモプロパン、ノルマルーブチルー2,3ーエ

ボキシプロピルエーテルの3物質につぃてりスク評価を行い、その報告書が取りまとめ

られ、本報告書を踏まえ、労働者の健康障害防止対策につぃてとりまとめたということ

です。

つきましては、本件の趣旨をご理解の上、貴会関係郡市区医師会等に対する周知方に

つきまして貴職の特段のご高配をお願い申し上げます。

リスク評価結果化基づく労働者の健康障害防止対策の徹底につぃて

日医発第1127号(地Ⅱ217)

平成 2 9年1月2 7日

日本医師会長

横倉義 武



公益社団法人日本医師会会長殿

⑤

労働安全衛生行政の推進につきましては、日頃から格別の御支援、御協力をいただき厚
く征畔し申し上げます。

さて、「化学物質のりスク評価検討会」において、酸化チタン(Ⅳ)(ナノ粒子を除く)

等3物質についてりスク評価を行い、今般その報告書を取りまとめたところです。

本報告書を踏まえ、下記のとおり労働者の健康障害防止対策にっいて取りまとめました

ので、貴団体の会員、傘下事業場等の関係者に対し、周知くださいますようぉ願い申し上

げます。

また、本報告書に係る報道発表資料を別添として添付するとともに、報告書全文(本文

及び別冊)を厚生労働省のウェブサイト

(http ://W脚. mhlw. go. jp/stf/shingi2/0000145756. htmD

に掲載していますのでお知らせします。

リスク評価結果に基づく労働者の健康障害防止対策の徹底について

基安発 1220 第 2 号

平成 28年12月20日

厚生労働省労働基準局安全衛生部長

(公印省略)

1 詳細りスク評価を行った物質について

(1)酸化チタン(Ⅳ)(ナノ粒子を除く)

詳細りスク評価の結果、酸化チタン(Ⅳ)(ナノ粒子を除く)の製造・取扱いの業務

について、適切なぱく露防止措置が講じられない状況では、労働者に健康障害を発生

させるりスク(以下「りスク」という。)が高いととが認められた。このため、今後、

既にりスク評価を実施してりスクが高いとされている「酸化チタン(Ⅳ)(ナノ粒子)」

と併せて、「酸化チタン(Ⅳ)」による健康障害防止措置の検討を行うととを予定してぃ

るが、この検討結果を待たず、速やかに労働安全衛生法(昭和47年法律第57号。以下

W却という。)第 57 条の3の規定に基づき、当該物質に関する危険性又は有害性等

の調査を行い、その結果に基づき、労働安全衛生規則(昭和47年労働省令第32号。以

下「安偉誤1」」という。)第 576条、第577条、第諦3条、第594条等の規定に基づく措

置を講ずることにより、りスクの低減に取り組むこと。

記

2 初期りスク評価を行った物質について

(1) 2ーブロモプロパン



初期りスク評価の結果、一部の事業場で、りスクが高い状況が見られたとと、また、

ヒトにおける経皮吸収等が指摘さhてぃる物質であることから、今後、引き続き詳細
リスク評価のためのばく露実態調査、を行うとともに、経皮吸収等に関する知見の収集

や保護具の使用等作業実態の調査等を行い、これらの情報を踏まえた詳細なりスク評

価を行うことを予定している。しかしながら、当該物質は、有害性の高い物質であり、

かっ、事業場において高いばく露が生じる可能注があるとと、また、経皮吸収による

ばく露が生じる可官自注があることから、今後実施する詳細りスク評価の結果を待たず、

速やかに法第57条の3の規定に基づき、当該物質に関する危険性又は有害性等の調査

を行い、その結果に基づき、安衛則第 576 条、第 577 条、第593 条、第 594条等の規

定に基づく措置を講ずることにより、りスクの低減に取り組むこと。

(2)ノノレマノレーブチノレー 2,3 ーエポキシプロピノレ土ーテノレ

初期りスク評価の結果、経気道からのばく露によるりスクは低いと考えられるが、

ヒトにおける経皮吸収等が指摘されている物質であることから、経皮吸収等に関する

知見の収集や保護具の使用等作業実態の調査等を行い、これらの情報を踏まえた詳細

リスク評価を行うことを予定している。しかしながら、当該物質は、有害性の高い物

質であり、かっ、事業場において経皮吸収によるばく露が生じる可育目陛があるととか

ら、今後実施する詳細りスク評価の結果を待たず、速やかに法第57条の3の規定に基

づき、当該物質に関する危険性又は有害性等の調査を行い、その結果に基づき、安衛

則第576条、第 577 条、第 593条、第 594条等の規定に基づく措置を講ずることによ

り、りスクの低減に取り組むとと。



tう巨璽亘画省

報道関係者各位

「平成28年度化学物質のりスク評価検討会報告書」を公表します

~酸化チタン(Ⅳ)1こよる健康障害の防止措置を直ちに検討~

厚生労働省の「化学物質のりスク評価検討会」(座長:名古屋俊士早稲田大学名誉教授)
では、毎年、化学物質による労働者の健康障害のりスク評価を行っており、このほど報告書を
まとめましたので、公表します。

平成 28年12月16日

【照会先】

労働基準局安全衛生部

化学物質対策課化学物質評価室

穴井達也(内線鶚08)長

室長補佐 平川秀樹(内線弱Ⅱ)

化学物質情報管理官米倉隆弘(内線弱Ⅱ)
(代表電話) 03(5253) H11

(直通電話) 03(3502)6756

今回は、発がん性、神経毒性、生殖毒陛などの有害性があるとされている3物質にっいてり
スクの評価を行い、以下のような結果を得ました。

Press Release

今回のりスク評価を受け、「酸化チタン(1V)」については、健康障害防止措置の検討に着手
し、「2 ーブロモプロノくン」、「ノノレマノレーブチノレー 2,3 ーエポキシプロピノレエーテノレ」にっ
いては、詳細りスク評価を実施します。また、こうした検討などに先立ち、関係団体に対し、
リスク評価結果に基づく労働者の健康障害防止対策の徹底について要請します。

別添

【りスク評価結果】

■「酸化チタン(1V)(ナノ粒子を除く)」

詳細りスク評価の結果、酸化チタンの製造・取扱いの業務について、適切なばく露防
止措置が講じられない状況では、労働者の健康障害のりスクは高いと考えられることか

ら、既にりスク評価を実施してりスクが高いとされている「酸化チタン(1V)(ナノ粒子)」
と併せて、「酸化チタン(Ⅳ)」による健康障害防止措置の検討を行うべきである。

■「2ーブロモフ゜ロノくン」

初期りスク評価の結果、一部の事業場で、りスクが高い状況が見られたことから、詳
細なりスク評価が必要である。なお、当該物質については、ヒトにおける経皮吸収等が
指摘されていることから、詳細なりスク評価にあたっては、経皮吸収等に関する知見の
収集や保護具の使用等作業実態の調査などを行い、これらの情報を踏まえることが必要
である。

■「ノノレマノレーブチノレー 2,3 ーエポキシプロピノレエーテノレ」

初期りスク評価の結果、経気道からのばく露によるりスクは低いと考えられるが、ヒ
トにおける経皮吸収等が指摘されている物質であることから、経皮吸収等に関する知見
の収集や保護具の使用等作業実態の調査などを行い、これらの情報を踏まえ、詳細なり
スク評価が必要である。

*報告書(全文)は、以下の厚生労働省ウェブサイトに掲載しています。

http://四W. mhlw. go. jp/stf/shin宮i2/0000145756. html
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<添付資料>

0別紙1 リスク評価物質(3物質)に関する情報

0別紙2 化学物質のりスク評価検討会参集者名簿及び開催経緯

<参考>

●化学物質による労働者の健康障害のりスク評価について

事業場で使用されている化学物質の中には、その取扱いによっては労働者に、がんなどの健

康障害を生じさせるおそれのあるものがあります。厚生労働省では、こうした物質にっいて、

「イヒ学物質のりスク評価検討会」を毎年開催し、「初期りスク評価」却を行い、りスクが高い

と考えられる事業場の存在が確認された物質については、さらに「詳細りスク評価」地を実施

して、事業場間などに共通するりスクの有無を検討・提言しています。

※1 「初期りスク評価」は、「有害性の評価」と「ばく露の評価」から行います。「有害性の

評価」は、対象となる物質について主要文献から有害性の種類や程度などを把握し、得

られた情報から有害性評価を行うとともに、労働者が勤労生涯を通じてその物質に毎日

さらされた場合に健康に悪影響が生じるばく露限界値(「評価値」)を設定します。「ば

く露の評価」は、「有害物ばく露作業報告」(労働安全衛生規則第95条の6の規定に基

づく報告)の提出があった事業場に対して実態調査を行い、それにより得られた労働者

のばく露測定結果からばく露濃度を算出します。・有害性の評価から得られた信平イ耐圓

と、ばく露の評価から得られた「ぱく露濃度」を比較することにより、労働者に健康障

害の生じるりスクの高低を判定します。

※2 曙羊細りスク評価」では、初期りスク評価で高いばく露が確認された物質について、問

題となる作業工程を対象として追加的にばく露実態調査を行い、事業場間などに共通す

るりスクの有無を判定しています。

2



偶1絲氏1)りスク評価物質(3物質)に関する情報

酸化チタン(Ⅳ)(ナノ粒子を除

<)

物質名

(CAS NO)

酸化チタン:13463-67ーフ

アナターゼ型:1317ーフ0-0

有害性情報

(発がん性評価、その他の有害性、

許容濃度等)

<発がん性評価等>

0発がん性:ヒトに対する発がん性が

疑われる

・ 1ARC :2B

0生殖毒性:判断できない

0遺伝毒性:判断できない

<許容濃度等>

OACGIH TLV-TWA :10mg/m3

0日本産業衛生学会:第2種粉塵;吸

入性粉塵 l m創 m3、総粉塵 4mg/ m3

2ーブロモプロパン

(75-26-3)

ノルマルーブチルー2,3ーエ

ポキシプロピルエーテル

(2426-08-6)

<発がん性評価等>

0発がん性:情報無し

・1ARC :情報無し

0生殖毒性:あり

0遺伝毒性:あり

<許容濃度等>

0日本産業衛生学会:1 即m (5.omE/

m3)、皮(経皮吸収に注意)

塗料、化合繊のつや消し、印刷

インキ、化粧品、乳白ガラス、

有機チタン化合物原料、ゴム/プ

ラスチックの着色、りノリュー

ム用顔料、絵の具、クレヨン、

陶器の釉薬、製紙、コンデンサ

、溶接棒被覆剤、歯科材料、

レザー、石鹸、なっ染顔料、皮

革(なめし郵D 、アスファル

トタイル

用途の例

米国産業衛生専門家会議

1日8時間、1週40時間の正規の労働時間中の時間加重平均濃度(連日繰り返しぱく露

されても大多数の労働者が健康に悪影響を受けないと考えられる濃度)

TLV-ceinnE :上限値け二とえ瞬間的にでも超えてはならないピーク濃度)

<発がん性評価等>

0発がん1主ヒト1こ対する発がん性が

疑われる

・1ARC :情報無し

0生殖毒性:あり

0遺伝毒性:あり

0皮膚刺激性/腐食性:あり

0目に対する重篤な損傷性/刺激

性:あり

<許容濃度等>

OACGIH TLV-T松:3 即m (16 m☆/ m3)、

経皮吸収およぴ感作性に注意

医薬中間体、農薬中間体、感光

剤中間体

【用語解説】

IARC

2A

エポキシ樹脂、アルキド樹脂の

反応性希釈剤、樹脂農薬などの

安定剤、木綿・羊毛などの改質

剤、分散染料、反応性染料の染

色性改良剤、シランカップリン

グ剤原料

(国際がん研究機関)の発がん性分類
ヒト{こ対して発がん性がある
ヒト1こ対しておそらく発がん性がある
ヒトに対して発がん性の可能性がある

ヒト1こ対する発がん性については分類できない
ヒトに対しておそらく発がん性なし

ACGIH

TLV-TWA

B2
 
3
 
4



(男1孫氏2)検討会参集者名簿及び開催経緯

1 化学物質のりスク評価検討会参集者名簿(50音順、敬称略、◎は座長)

うちやまいわお

内山巌雄
まことえま

江馬 具

ようこえんどう

圓藤陽子
おおまえかずゆき

大前和幸
おじまじゅん

小嶋純

ひろゆき

ぱく露評価小検討会

平成28年度第2回平成28年6月10日(金)

化学物質のりスク評価検討会

0京都大学名誉教授

●国立研究開発法人産業技術総合研究所安全科学研究部門客員研究員

0圓藤労働衛生コンサルタント事務所代表

●慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室教授

0独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所作業環境
研究グループ上席研究員

●中央労働災害防止協会労働衛生調査分析センター所長

●聖マリアンナ医科大学医学部予防医学教室教授

0独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所研究推進・
国際センター首席研究員

●名古屋市立大学特任教授

0早稲田大学名誉教授

●国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター長

0帝京大学大学院公衆衛生研究科教授

●帝京大学医療技術学部スボーツ医療学科教授

平成28年度第1回平成28年6月24日(金)

しみずひですけ

清水英佑
あやこたかた

高田礼子
たかやみつとし

鷹屋光俊

(●:有害性評価小検討会参集者、0:ぱく露評価小検討会参集者)

2 リスク評価関係検討会の開催経過(今回の評価物質に関係する検討会)

有害性評価小検討会

津田洋幸
な」や としお

◎名古屋俊士
にしかわあきょし

西川秋佳
くにおはら

原邦夫
みやがわむねゆき

宮川宗之

つだ

平成28年度第1回平成28年5月30日(月)


